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2026年度 事業計画書 

 

 

 

2026 年度は、国の「第 6 次男女共同参画基本計画」、大田区では「第 9 期大田区男女共同参画推

進プラン」がスタートする節目の年となります。さらに 2025 年６月には「独立行政法人男女共同参

画機構法」等が成立し、「男女共同参画社会基本法」の改正により男女共同参画センターが男女共同

参画の形成を促進する拠点として初めて法律に位置づけられました。こうした動きを受け、ジェンダ

ー平等の推進拠点としてのエセナおおたの役割は、これまで以上に重要となっています。これまで培

ってきた事業の企画・運営力や地域とのネットワークを活かしながら、多様な人々にジェンダー平等

の視点を届ける取り組みを進めます。 

また、休眠預金活用事業の本格実施や足立区男女参画プラザ講座事業の受託開始など、法人として

の活動の広がりも見込まれています。LGBTQ 当事者やシングルマザーのための居場所事業など、地

域の中で人と人をつなぐ取り組みを継続・発展させるとともに、これまであまり接点のなかった団体

や支援機関等との新たな連携も広げながら、大田区内外での実践を相互に活かし、地域のニーズに応

じた事業の展開を目指します。 

（１）「エセナおおた」関連 

・「大田区基本計画」および、2026 年度からスタートする「第 9 期大田区男女共同参画推進プラン」

に基づき、男女共同参画事業推進の拠点として、ジェンダー平等意識啓発のための事業を計画し

実施していきます。 

・第 9 期プランに新たな個別目標として位置づけられた「防災・復興における男女共同参画の推進」

および「生涯を通じた男女の健康支援」について重点的に取り組みます。特に、男女共同参画の

視点に立った災害対応や避難所運営、ならびにセクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス／ライ

ツ（SRHR）の普及啓発に努めます。これまでの実績や全国の男女共同参画センター等とのネット

ワークを活かし、講座や展示等による周知・啓発を進めます。また、発災後の避難所等では表面

化しにくい女性の声を受け止めるため、意見交換の場を開設できるよう準備を進めます。 

・2026 年４月から、独立行政法人国立女性教育会館（NWEC）が、独立行政法人男女共同参画機構

（JGEPA）へ移行し、全国の男女共同参画センターの中核組織として位置づけられ、「男女共同参

画センターの業務及び運営についてのガイドライン」が策定されました。これに伴い、同機構と

の連携や情報共有を図りながら、地域課題や多様なニーズに対応した事業の充実に努めます。 

 ・室場やフリースペース（図書コーナー）、自習スペース、カフェおひさまを安心・安全な居場所と

して利用促進に努めるとともに、ジェンダー平等の視点を持った接遇でお客様対応の充実を図り

ます。 

・大森北四丁目複合施設「スマイル大森」内にある各施設との連携・交流を通じてジェンダー平等

意識の醸成を図ります。今年度スマイル大森４Ｆにオープンする子育て関連施設と連携し、子育

て世代に対するジェンダー視点での情報発信・啓発を進めていきます。 

2026 年 4 月 1 日から 2027 年 3 月 31 日まで 

特定非営利活動法人ジェンダー平等 Labota   
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（２）大田区内の事業関連 

・「パシオン TOKYO」では、主に女性の起業を支援する場としての機能に加え、区内で活動する団

体や個人の交流・連携の拠点としての役割を強化します。スペース貸し出しに関する広報を充実

させ、利用拡大とともに新たなつながりの創出を目指します。 

・休眠預金活用事業で繋がりができた関係団体と連携しながら、LGBTQ 当事者および支援者の居

場所事業（レインボーフラッグサロン）を対面とオンラインのハイブリッドで継続開催（月 1 回）

し、安心して語り合える場の維持・充実を図るとともに、LGBTQ/SOGI に関する映画会や基礎講

座を実施し、地域における理解促進と普及啓発を進めます。 

・シングルマザーのための居場所事業（ソルカフェ）は、区内で活動する市民団体や個人との連携 

をさらに広げながら、継続開催（月 1 回）し、参加者同士のゆるやかなつながりの形成を支援し 

ます。 

・5 年目となる「ファーストリーチプロジェクト」では、引き続き区内の市民団体や個人と連携し、

シングルファミリー応援フェスタ、交流会、研修会の企画・運営等を通じて、支援の輪を広げて

いきます。  

・2025 度に続き、大田区からの委託事業として人権講演会を実施し、地域における人権意識の向上

に寄与します。 

 

（３）他地域での事業関連  

・足立区男女参画プラザの講座実施事業（年間 20 講座）を受託し、講座の企画・運営を通じて、地

域におけるジェンダー平等の推進に取り組みます。なお、本事業は 2021 年度から 2023 年度に続

く 2 回目の受託となり、これまでの実績を活かした発展的な展開を目指します。 

・新宿区および中央区において、シニアを対象とした連続講座を実施し、地域における学びと交流

の機会を提供します。 

・全国の男女共同参画センターの相談員および職員を対象に、LGBTQ/SOGI に関する理解を深め

る研修を実施し、相談・支援の質の向上に寄与します。 

（４）その他法人の目的を達成するための事業関連 

 ・事業の継続性と充実を図るため、法人の目的達成に必要な助成金の申請や委託事業の受託などに

積極的に取り組みます。 

・会員等、活動に賛同する仲間を増やすための具体的な検討を行います。 

 

２．事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

●男女共同参画社会の形成を促進する施設の管理運営事業 

事業名 事業内容 開催時期 場所 

施設管理・

事業運営 

大田区内施設管理および男女共同参画推進

事業運営 
通年 

大田区立男女平等推進セ

ンター｢エセナおおた｣ 

主に女性向け創業支援施設運営および事業

運営 
通年 

パシオン TOKYO 

女性起業家市場「メルカド」 年 1 回 
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●男女共同参画社会を形成するための能力開発等の講座および講演等の開催事業 

 

●目的を達成するためのその他の事業 

事業名 事業内容 開催時期 備考 

連携事業 支援者同士のネットワークづくり 通年 
ファーストリーチプロ

ジェクトで実施 

居場所事業 「カフェおひさま」の運営 平日週 5 日  

交流事業 

物販 年 3 回程度  

会員向け情報発信（メールマガジン） 月 2 回程度 メーリングリスト利用 

会員向け情報発信（ごぶさたです） 年 2 回 メーリングリスト利用 

会員向け交流会 年 3 回  

 

事業名 事業内容 開催時期 備考 

講座 講師派遣 通年 オンライン含む 

 

委託・

助成金

事業 

足立区男女参画プラザ講座実施委託 通年 足立区からの委託事業 

大田区 人権講演会 事業委託 12 月 大田区からの委託事業 

｢おとな時間をもっと楽しく｣事業委託 10 月～1 月 新宿区からの委託事業 

｢退職後の生き方塾｣事業委託 1 月～3 月 中央区からの委託事業 

LGBTQ 基礎講座（一般市民対象） 9 月（2 回） 休眠預金活用事業 

LGBTQ 基礎講座（男女共同参画センター

職員向け） 
11 月 休眠預金活用事業 

相談員研修（男女共同参画センター相談員

向け） 
1 月 休眠預金活用事業 

LGBTQ 当事者と支援者の居場所サロン 

レインボーフラッグサロン 
月 1 回 休眠預金活用事業 

シングルマザーのための居場所サロン 

ソルカフェ 
月 1 回 

 

シングルファミリー応援フェスタの開催 年 1 回  

親子クッキングでシングルペアレントを応

援 
11 月 

全国女性会館協議会助成事

業 


